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◎はじめに

　富山県医師信用組合は、金融を通じて組合員である先生方の医業経営に関する事業の発展に寄与し、

ひいては地域住民の医療および健康管理にお役に立ちたいと日々努力をしております。

　ここに、令和 ４年度上半期（令和 ４年 ４月～ ９月）における当組合の経営情報を取りまとめました

ので、ご理解を深めていただくための資料として、ご高覧いただければ幸いでございます。

　これからも、ご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い申しあげます。

令和 4年１１月　　　　

　富山県医師信用組合

　理事長　馬瀬　大助

◎事業方針

■基本的な考え方（経営理念）

　当組合は昭和４０年 ６ 月の創業以来、医業域信用組合として、組合員である開業医・勤務医の先生方

に対し、相互扶助の精神を基本に、医業経営のアシスタントとなり、ひいては地域医療の発展に寄与

することを経営理念としております。

■経営方針

　⑴　健全経営を念頭に、正確な事務処理、迅速な対応、親身な応対で良質な金融サービスの提供に

努めることとします。

　⑵　法令等遵守を経営上の最重要課題のひとつと位置づけ、誠実かつ公正に業務を遂行します。

■運用方針

　⑴　組合員のニーズを発掘して、貸出金の増強に積極的に取り組みます。

　⑵　有価証券の運用は、安全性を重視した安定的な運用収益の確保に努めます。

　⑶　信用リスクや金利リスク等全てのリスクを認識し、統合的なリスク管理を実施します。
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◎令和 4年 ９月末仮決算の状況
■主要勘定 （単位：百万円、名）

勘　定　科　目 ３ 年 ９ 月末 ４年 ９月末 前年同月比
預 金 ・ 積 金 ３７，４６９ ３８，７７４ １，３０５
貸 出 金 ６，４１３ ６，７６８ ３５４
預 け 金 １５，９９２ １４，１６６ △１，８２６
有 価 証 券 ２５，３６１ ２５，６９０ ３２９
経 常 収 益（Ａ） １８２ １８６ ４
経 常 費 用（Ｂ） ９１ ８４ △７
経 常 利 益（Ａ－Ｂ） ９０ １０２ １１
業 務 純 益 ８８ １０２ １４
コ ア 業 務 純 益 ８４ １０２ １８
コ ア 業 務 純 益
（投資信託解約損益を除く） ８４ １０２ １８

当 期 純 利 益 ６７ ７６ ９
組 合 員 勘 定 合 計 ４，５８２ ４，６６９ ８６
（ う ち 出 資 金 ） ４４ ４３ ０
組 合 員 数 １，３３０ １，３３０ ０

◎貸出金業種別残高・構成比
（単位：百万円、％）

業　種　別
令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末

金　額 構成比 金　額 構成比
金融・保険業 － － － －
医 療・ 福 祉 ４，２９５ ６７．０　 ４，２２１ ６２．４
個 人 ２，１１８ ３３．０　 ２，５４７ ３７．６
合 計 ６，４１３ １００．０　 ６，７６８ １００．０

◎有価証券時価情報
■満期保有目的

■その他保有目的（令和 4年 ９月末）
取得原価 Ｂ /S計上額 評価差額 うち益 うち損

国 債 ５，５０７ ５，４３０ △７７ １５５ ２３２
地 方 債 ２，０９９ ２，０８１ △１８ ３０ ４９
社 債 １４，５９９ １４，４１４ △１８５ ８４ ２６９
株 式 ２，００３ ２，３１３ ３０９ ３２０ １０
投 資 信 託 － － － － －
外 国 証 券 １，５０４ １，４５１ △５２ ０ ５３
合 計 ２５，７１５ ２５，６９０ △２４ ５９０ ６１５

（単位：百万円）

　該当ありません。
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■令和 4年 ９月末貸借対照表 （単位：千円） （単位：千円）

科　　　　目 金　　　　額

（ 資 産 の 部 ） 令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末

現金 ７０，７９５ ５７，０５８

預け金 １５，９９２，２７０ １４，１６６，４２１

買入金銭債権 ３００，０００ ３００，０００

有価証券 ２５，３６１，１０３ ２５，６９０，４９５

国債 ４，９８０，２６０ ５，４３０，２１０

地方債 ３，３７９，３００ ２，０８１，２８０

社債 １４，５３８，７３０ １４，４１４，２９０

株式 １，２４８，０３０ ２，３１３，０６７

投資信託 － －

外国証券 １，２１４，７８３ １，４５１，６４８

貸出金 ６，４１３，６６５ ６，７６８，６５２

割引手形 － －

手形貸付 １０７，１１０ １６３，５９５

証書貸付 ６，１８７，５３５ ６，４９０，０００

当座貸越 １１９，０１９ １１５，０５５

その他資産 ９７，００８ ９２，３６５

未決済為替貸 － ９０

全信組連出資金 ３４，７００ ３４，７００

未収収益 ５８，００６ ５５，４８２

仮払金 ９０ ４２３

その他の資産 ４，２１１ １，６６９

有形固定資産 ２７，１１０ ２４，４４５

建物 ２２，６８９ ２０，９５５

土地 － －

リース資産 － －

建設仮勘定 － －

その他の有形固定資産 ４，４２０ ３，４８９

無形固定資産 ２，１５７ ２，１３５

ソフトウェア ２，１５７ ２，１３５

のれん － －

リース資産 － －

その他の無形固定資産 － －

繰延税金資産 － ５１，６９８

再評価に係る繰延税金資産 － －

債務保証見返 ８６，０３４ ７９，９７８

貸倒引当金 △６７，６３６ △１０６，３３４

（うち個別貸倒引当金） △３０，３８４ △７１，３３４

資 産 の 部 合 計 ４８，２８２，５０９ ４７，１２６，９１５

科　　　　目 金　　　　額

（ 負 債 の 部 ） 令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末

預金積金 ３７，４６９，５９５ ３８，７７４，８９１

当座預金 － －

普通預金 １１，３９１，２３０ １２，６９８，２１４

通知預金 － －

定期預金 ２５，２７５，７１２ ２５，４０３，５４４

定期積金 ７１５，１５４ ５９５，３１９

その他の預金 ８７，４９９ ７７，８１２

借用金 ５，２００，０００ ３，５００，０００

その他負債 ５３，１５０ ４８，４５１

未決済為替借 １，６７０ ２，１７９

未払費用 ２７，４０４ ２５，７３９

給付補てん備金 ８６７ ６３７

未払法人税等 １９，１３０ １５，６７０

未経過収益 ３，１７２ ３，３６３

未払諸税 ７１４ ６２１

払戻未済持分 １９０ ２４０

退職給付引当金 ５５，８４１ ５８，７００

役員退職慰労引当金 ２２，１０５ １２，９８５

繰延税金負債 １９８，７１７ －

再評価に係る繰延税金負債 － －

債務保証 ８６，０３４ ７９，９７８

負 債 の 部 合 計 ４３，０８５，４４３ ４２，４７５，００７

（ 純 資 産 の 部 ）

出資金 ４４，１２０ ４３，９５０

普通出資金 ４４，１２０ ４３，９５０

優先出資金 － －

利益剰余金 ４，５３８，７６４ ４，６２５，８６７

利益準備金 ４５，１４０ ４５，１４０

その他利益剰余金 ４，４９３，６２４ ４，５８０，７２７

特別積立金 ４，４００，０００ ４，４００，０００

（うち目的積立金） － －

当期未処分剰余金 ９３，６２４ １８０，７２７

（又は当期未処理損失金） － －

組 合 員 勘 定 合 計 ４，５８２，８８４ ４，６６９，８１７

その他有価証券評価差額金 ６１４，１８１ △１７，９０８

評 価・ 換 算 差 額 等 合 計 ６１４，１８１ △１７，９０８

純 資 産 の 部 合 計 ５，１９７，０６６ ４，６５１，９０８

負債及び純資産の部合計 ４８，２８２，５０９ ４７，１２６，９１５
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■令和 4年 ９月末損益計算書 （単位：千円） （単位：千円）

科　　　　目 令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末

経常収益 １８２，２１５ １８６，７２６

資金運用収益 １６８，８８０ １８２，６３８

貸出金利息 ２８，４１８ ２８，５８７

預け金利息 ８，５９６ ９，７４５

有価証券利息配当金 １２９，８１５ １４２，１６４

その他の受入利息 ２，０４９ ２，１４０

役務取引等収益 １，７２９ １，６２２

受入為替手数料 １，１７２ １，１２３

その他の役務収益 ５５７ ４９９

その他業務収益 ８，５０１ １，５３２

国債等債券売却益 ６，８３５ －

国債等債券償還益 ２８ ８

その他の業務収益 １，６３７ １，５２４

その他経常収益 ３，１０３ ９３３

貸倒引当金戻入益 ２，２５５ ６３７

償却債権取立益 － －

株式等売却益 ８４８ －

その他の経常収益 － ２９６

経常費用 ９１，７０１ ８４，３１１

資金調達費用 １４，２９１ １１，９６０

預金利息 １４，８１０ １２，６９８

給付補てん備金繰入額 ４１７ ２９７

借用金 △９３６ △１，０３５

役務取引等費用 ３，９３３ ３，８４３

支払為替手数料 １，３０９ ９５９

その他の役務費用 ２，６２３ ２，８８３

その他業務費用 ２，５９５ －

国債等債券売却損 ２，５７６ －

国債等債券償還損 １９ －

国債等債券償却 － －

その他の業務費用 － －

一般貸倒引当金繰入額 － －

経費 ６９，８６８ ６７，４６９

人件費 ３７，５５０ ４０，０８５

物件費 ３１，９１２ ２７，０６２

税金 ４０６ ３２１

その他経常費用 １，０１２ １，０３７

貸倒引当金繰入額 － －

貸出金償却 － －

その他資産償却 － －

その他の経常費用 １，０１２ １，０３７

経常利益 ９０，５１３ １０２，４１５

科　　　　目 令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末

特別利益 － －

固定資産処分益 － －

負ののれん発生益 － －

償却債権取立益 － －

その他の特別利益 － －

特別損失 － ３

固定資産処分損 － ３

減損損失 － －

その他の特別損失 － －

税引前当期純利益 ９０，５１３ １０２，４１２

法人税・住民税及び事業税 ２２，１４７ ２１，３８８

法人税等調整額 ９５６ ４，０３１

当期純利益 ６７，４０９ ７６，９９２

前期繰越金 ２６，２１５ １０３，７３４

積立金取崩額 － －

当期未処分剰余金 ９３，６２４ １８０，７２７

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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◎単体自己資本の充実の状況

◎金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額

区　　　　　分 令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末
破 産 更 正 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 ２４，１６４ ４７，８８５
危 険 債 権 ５３，２１１ ４２，０００
要 管 理 債 権 ７，８２０ ―
不 良 債 権 計（ Ａ ） ８５，１９５ ８９，８８５
正 常 債 権 ６，４１４，５０３ ６，７５８，７４４
合 計 ６，４９９，６９９ ６，８４８，６３０
担 保 ・ 保 証 等（ Ｂ ） ２１，３８５ １３，７４５
貸 倒 引 当 金（ Ｃ ） ３１，５５７ ７１，３３４
保 全 額 合 計（ Ｄ ） ＝（ Ｂ ） ＋（ Ｃ ） ５２，９４２ ８５，０７９
担保・保証等、引当金による保全率（ Ｄ ／ Ａ ） ６２．１４ ９４．６５
貸 倒 引 当 金 引 当 率（ Ｃ ／ Ａ － Ｂ ） ４９．４５ ９３．６８
不 良 債 権 比 率 １．３１ １．３１

◎銀行勘定の金利リスク

ＩＲＲＢＢ（金利リスク） 令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末
Δ Ｅ Ｖ Ｅ（ 最 大 値 ） １，４１６ １，５７１
Δ Ｎ Ｉ Ｉ ６７ ８６

（単位：百万円）

（単位：千円、％）

　当組合は、金融再生法に基づき、貸出金等の対象債権について、自己査定と引当を行っています。
　令和 4年 ９月末現在の残高は次のとおりとなっております。

注 １．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の事由に
より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態に至っていないが、財政状態及び経営成績
が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債
権です。

３．「要管理債権」とは、「 ３ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権
です。

４．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に問題がない債権で「破産更生債権
及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権です。

５．「担保保証（Ｂ）」は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証によ
る回収が可能と認められる額の合計額です。

６．「貸倒引当金（Ｃ）」は、「正常債権」に対する一般貸倒引当金を控除した貸倒引当金で
す。

令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末
自 己 資 本 額 ４，６１７ ４，７０２
リスク・アセット等の合計額 １９，０４２ ２０，５８５
単 体 自 己 資 本 比 率 ２４．２５ ２２．８４

（単位：百万円、％）
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◎地域貢献

⑴　融資残高の推移

⑵　資金使途別組合員貸出利用状況

（単位：百万円、先）

（単位：件、百万円、％）

令和 3年 ９月末 令和 4年 ９月末 前年同月比

残 高 ６，４１３ ６，７６８ ３５５

年 間 増 加 額 ３６ ３５５ ３１９

利 用 者 数 ２５９ ２６２ ３

件　　　数 金　　　額 構　成　比

中 元 ・ 納 税 １０ ４８ ５．１

教 育 資 金 ３ １０ １．０

診 療 所 等 設 備 ３７ ７４５ ７８．６

運 転 資 金 ４ １８ １．９

他 行 肩 代 わ り ２ １２４ １３．０

合 計 ５６ ９４７ １００．０

■地域に貢献する信用組合の経営姿勢

　当組合は、相互扶助の精神を根幹に置き、金融を通して組合員である先生の医業経営発展のお手伝

いをすること、このことが地域住民の医療や健康管理に寄与し、ひいては「地域貢献」に繋がると考

えております。

■融資を通じた地域貢献

　当組合は次の点を大切にして融資業務を推進してまいります。

　⑴　ご融資のお申し出には、早急に結論を出し迅速な手続きをします。

　⑵　ご融資の条件などは、先生のサイドに立って、「借りやすさ」を醸成します。

　⑶　そのためにも、健全経営に徹し、組合員の皆様の一層の信頼が得られるよう努めてまいります。

■令和 4年上期組合員融資の現状
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